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迷わず使える！2つの軟膏の使い分け！！

栄光の杜 褥瘡予防委員会

はじめに

1月

高齢者の皮膚はバリア機能が低下し、わずかな刺激でも皮膚トラブルが起こりやすい状態にあります。

そのため、日々のケアで使用する軟膏の「目的の違い」を理解することは、とても大切です。本ポス

ターでは、現場でよく使われる アズノール軟膏 と プロペト軟膏 の特徴や使い分けを、まとめました。
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軟膏塗布の基本
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アズノール プロペトアズノール プロペト

外観

中身

炎症を抑える・傷を治す 目的 皮膚の保護・保湿・摩擦軽減

・痒みやかき傷がある
・水疱が破れていた
・表皮剥離を発見した

使用例
・乾燥してカサカサしている
・摩擦や圧迫で赤くなりやすい
・尿や便による汚染の予防

アズノールの原料となるのカモミールの花

花言葉「逆境に耐える」
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